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ー 

ホ
タ
ル
に
感
動 

ー

ハワイアンショップを起業
鍬
く わ

初
ぞ め

　吉伸　さん
　　　梨紗　さん　ご夫婦

～商工会の補助金を活用～

ス
キ
ム
ボ
ー
ド
と
い
う
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
知
り
合
っ
た
吉
伸
さ
ん
と
梨
紗
さ
ん
ご

夫
妻
。
兵
庫
県
明
石
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
梨
紗
さ
ん

は
、
興
味
が
あ
っ
た
ス
キ
ム
ボ
ー
ド
を
体
験
す
る
た
め

に
、
友
人
と
海
の
近
い
明
石
で
は
な
く
、
初
心
者
に
は

最
適
な
和
歌
山
の
磯
の
浦
を
選
び
ま
し
た
。
ス
キ
ム

ボ
ー
ド
は
サ
ー
フ
ィ
ン
よ
り
少
し
短
い
ボ
ー
ド
を
使

い
、
波
打
ち
際
を
滑
る
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
の

ス
キ
ム
ボ
ー
ド
が
縁
で
吉
伸
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。

12
年
前
に
結
婚
さ
れ
、
紀
の
川
市
貴
志
川
町
で
暮

ら
し
始
め
た
梨
紗
さ
ん
は
、
初
め
て
見
た
ホ
タ
ル
に

と
て
も
感
動
し
、
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
き
れ
い
な
星

が
耀
き
、
自
然
が
豊
か
で
す
ご
く
い
い
な
と
思
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、桃
が
好
き
な
梨
紗
さ
ん
は
、

「
桃
が
有
名
と
は
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
い
っ
ぱ
い

食
べ
れ
る
か
ら
い
い
な
」
と
話
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
と
海
が
好
き
な
吉
伸
さ
ん
の
希
望
で

新
婚
旅
行
が
初
め
て
の
ハ
ワ
イ
で
し
た
。
ハ

ワ
イ
は
す
ぐ
に
は
魅
力
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

５
年
後
再
び
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
で
そ
の
良
さ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
雑
貨
が
好
き
だ
っ

た
お
２
人
は
ハ
ワ
イ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
吉
伸
さ
ん
の
実
家
に
あ
る
倉
庫

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
２
０
１
６
年
７
月
に
ハ
ワ
イ
の

コ
ー
ヒ
ー
も
飲
め
る
雑
貨
屋
さ
ん
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

子供用のスキムボードを手にするご夫婦
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ー 

き
っ
か
け
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

ー

お
店
の
名
前
で
あ
る
「K

an
oa

」
は
、
ハ
ワ
イ

の
自
由
な
イ
メ
ー
ジ
と
、
皆
さ
ん
が
雑
貨
を

買
っ
て
好
き
な
よ
う
に
飾
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
を
込
め
て
、
ハ
ワ
イ
語
のkan

oa

（
カ
ノ
ア
＝
自

由
）
に
し
ま
し
た
。
仕
入
れ
は
年
に
１
～
２
回
程
度
、

梨
紗
さ
ん
が
一
人
で
ハ
ワ
イ
に
行
き
ま
す
。
そ
の
際
も

写
真
を
送
る
な
ど
ラ
イ
ン
で
や
り
取
り
し
、
時
差
が
あ

る
の
で
ど
う
し
て
も
連
絡
が
取
れ
な
い
と
き
は
自
分
で

選
ん
で
い
ま
す
が
、
だ
い
た
い
は
二
人
で
選
ぶ
よ
う
で

す
。
商
品
は
国
内
の
問
屋
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
物
も
あ

り
ま
す
が
、
種
類
は
豊
富
で
ハ
ワ
イ
産
の
コ
ー
ヒ
ー
や

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
メ
イ
ド
イ
ン
ハ
ワ

イ
、
お
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
は
ハ
ワ
イ
の

生
地
で
紐
が
真
田
紐
で
す
。

お
客
さ
ん
は
、
50
代
の
方
が
一
番
多
く
、「
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
見
て
来
て
く
だ
さ
る

方
、
ま
た
、
口
コ
ミ
も
多
い
で
す
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

も
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ス
タ
で
直
接
連
絡
を
や
り
取
り

し
、
定
期
的
に
注
文
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
」
と

話
す
梨
紗
さ
ん
。

市
の
広
報
紙
で
情
報
を
得
て
、
２
０
１
７
年
に
創

業
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
ま
し
た
。
も
っ
と
皆
さ

ん
にK

an
oa

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
目
立
つ
よ

う
に
外
壁
一
面
ハ
ワ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
を
あ
し
ら
っ
た
看

板
を
、
ハ
ワ
イ
の
有
名
な
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
を
手
が
け

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暖
か
い
季
節
は
、
２
階
に
あ
る
お
店
へ
の
通
路
や
階

段
に
、
吉
伸
さ
ん
が
手
を
か
け
る
植
物
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。「
今
は
プ
ル
メ
リ
ア
と
い
う
お
花
に
力
を

入
れ
て
い
て
、
来
年
は
植
物
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。
将
来
は
、
店
を
拡
張
し
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
で

い
っ
ぱ
い
の
お
店
に
し
て
い
き
た
い
」
と
目
標
を
語
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

（
中
村
・
大
谷
）

ハワイの
コーヒーを
ぜひ
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台
風
の
爪
痕
！

（
２
億
１
千
231
万
６
千
円
）

第
４
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

23
日
間

　

11
月
29
日
～
12
月
21
日

・
一
般
質
問　

８
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

市
長
提
出
議
案

・
専
決
処
分
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

・
人
事
案
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

・
条
例
改
正
・
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
３
件

・
平
成
30
年
度
補
正
予
算
…
…
…
…
…
…
８
件

・
指
定
管
理
者
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
７
件

・
市
道
路
線
の
認
定
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

・
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

計
26
件

3件に
注目！

平
成
30
年
８
月
に
発
生
し
た
台
風
20
号
お
よ
び
９
月
に
発
生
し
た
台
風
21

号
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た
学
校
施
設
や
市
道
等
の
災
害
復
旧
な
ど
の
予
算

で
す
。今

回
の
台
風
被
害
対
策
で

財
政
支
出
し
た
金
額
は
。

一
般
財
源
か
ら
は
、
１
億

７
千
70
万
円
と
な
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
２
億
１
千
231

万
６
千
円
の
追
加
と
、
先

程
の
１
億
７
千
70
万
円
を

併
せ
た
、
３
億
８
千
301
万

６
千
円
が
被
害
額
と
な
り

ま
す
か
。

そ
こ
に
、
予
備
費
か
ら
緊

急
に
対
応
し
た
も
の
も
３

千
20
万
円
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ 1
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

（
報
告
第
８
号
）専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
平
成
30
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））台風で倒れた木

紀の川市議会だより　No.48　平成31年［2019］
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市
が
運
営
し
て
い
る
鞆
渕
診
療
所
の
財
政
状
況
を
考
え
、
今
後
は
社
会
医

療
法
人
三
車
会
（
貴
志
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
な
ど
を
運
営
）
に
よ

っ
て
指
定
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
か
ら
紀
の
海
広
域
施
設
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
不
要
と
な
っ

て
い
る
施
設
を
解
体
し
ま
す
。
（
契
約
先
：
ケ
イ
ズ
・
平
成
建
機
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
）

落
札
率
が
49
％
と
低
い
の
は
な

ぜ
で
す
か
。
設
計
金
額
が
高
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

い
ろ
い
ろ
な
見
積
も
り
を
取
っ

て
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た

金
額
で
設
計
単
価
を
積
み
上
げ

て
い
る
の
で
、
正
当
な
設
計
金

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
落
札
率

が
低
い
の
は
、
企
業
努
力
に
よ

る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

解
体
し
た
後
、
土
壌
検
査
は
行

う
の
で
す
か
。

こ
の
工
事
に
お
い
て
行
う
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
工
事
完
了
後
、

本
工
事
請
負
業
者
が
行
い
ま
す
。

指
定
管
理
が
三
車
会
に
な
る
こ
と
で
、

診
療
科
目
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

内
科
・
整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
科
目
に
掲
げ
る
計
画
で
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
加
え

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
す
。

医
療
機
器
な
ど
の
備
品
や
、
建
物
な

ど
の
管
理
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

備
品
な
ど
は
、
無
償
貸
与
が
前
提
と

な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
器
な
ど
の

更
新
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

施
設
な
ど
の
改
良
工
事
・
補
修
修
繕

は
市
の
承
認
を
得
て
、
指
定
管
理
者

が
行
い
ま
す
。
な
お
、
改
修
工
事
に

つ
い
て
市
が
承
認
し
た
場
合
、
市
で

行
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

へ
き
地
診
療
所
存
続
へ

落
札
率
49
％
！

（
１
億
５
千
76
万
８
千
円
）

（
議
案
第
136
号
）工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て（
粉
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
解
体
工
事
）

（
議
案
第
149
号
）指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
紀
の
川
市
国
民
健
康
保
険
直
営
鞆
渕
診
療
所
）

３

２

鞆渕診療所

解体される粉河クリーンセンター
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新副議長に

川原  一泰 氏
（隆盛クラブ）

今回副議長の栄を賜りました。議長をサ
ポートし、精一杯頑張らせていただき、紀
の川市の課題解決に向けて尽力してまいり
たく思っております。

案　　件　　名 結果

門
眞
一
郎

上
野
宗
彦

仲
谷
妙
子

舩
木
孝
明

中
尾
太
久
也

太
田
加
寿
也

石
脇
順
治

並
松
八
重

中
村
ま
き

大
谷
さ
つ
き

阪
中　

晃

榎
本
喜
之

高
田
英
亮

川
原
一
泰

森
田
幾
久

村
垣
正
造

堂
脇
光
弘

竹
村
広
明

石
井　

仁

杉
原　

勲

室
谷
伊
則

坂
本
康
隆

（共）（清）（刷）（わ）（わ）（わ）（隆）（公）（共）（公）（わ）（わ）（わ）（隆）（清）（清）（刷）（清）（共）（刷）（公）（わ）

報告第8号　専決処分の承認を求めること
について（平成30年度紀の川市一般会計
補正予算（第4号））

報告承認 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

報告第9号　専決処分の承認を求めること
について（平成30年度紀の川市池田財産
区特別会計補正予算（第2号））

報告承認 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第134号　教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第135号　長田竜門財産区管理委員の
選任について 同意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第136号　工事請負契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第137号　工事請負契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第138号　紀の川市職員の給与に関する
条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第139号　紀の川市コミュニティ施設
条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第140号　紀の川市斎場条例の廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第141号　平成30年度紀の川市一般
会計補正予算（第5号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第142号　平成30年度紀の川市住宅
新築資金等貸付事業特別会計補正予算
（第2号）について

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第143号　平成30年度紀の川市国民
健康保険直営診療施設勘定特別会計補正
予算（第1号）について

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第144号　平成30年度紀の川市介護保険
事業勘定特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第145号　平成30年度紀の川市公共下水道
事業特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第146号　平成30年度紀の川市田中財
産区特別会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第147号　平成30年度紀の川市水道
事業会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第148号　平成30年度紀の川市工業用
水道事業会計補正予算（第2号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第149号　指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第150号　指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第151号　指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第152号　指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第153号　指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第154号　指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第155号　指定管理者の指定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第156号　紀の川市道路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第157号　紀の川市道路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

【〇…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退席】
議長は表決に加わることはできません。ただし、可否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
※（わ）…わかばクラブ　（清）…清流会　（公）…公明党　（刷）…刷新クラブ　（共）…日本共産党　（隆）…隆盛クラブ

議案に対する議員の賛否一覧
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関わることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

それぞれの市議会が、議会広報の編集について視察研修に来られました。
研修では、表紙写真のアングルや、記事のスペース、

特集のあり方など意見交換が行われましたが、広報紙の
ことだけでなく、両市の行政の取り組みなども意見交換
ができ、有意義な研修となりました。

その中でも、洲本市議会の方々は、全員がタブレット
を持参しての研修で、どちらが研修を受けてるのかわか
らないほど、ペーパーレス化の話となり、本市議会も取
り組むべきとして、今議会で提案をし、タブレットの導
入について調査していく方向となりました。

議会広報特別委員会視察研修受け入れ
●10月16日兵庫県洲本市議会
●10月30日京都府南丹市議会

視察レポート

議会運営委員会  11月26日

和歌山市議会が昨年６月 27 日に制定した「緊急時業務継続計画」いわゆる BCP について研修を
行いました。

近年、地震、台風、大雨、洪水など過去に経験したことのない大災害が起こっています。本市も台
風 21 号で甚大な被害を受けたなか、議会として何をすべき
かという意見がありました。

このような BCP を制定することにより、緊急事態の大き
な災害が発生したとき、議長は必要に応じて市長と協議し、
効果的な災害復旧、復興に資するため、災害対策本部とスムー
ズな連携ができることになります。

この研修をもとに、一日も早く紀の川市議会版 BCP を制
定できるよう検討を進めようと思います。
BCP ＝ Business Continuity Plan

●和歌山市議会

折りたたみ式ヘルメットとライト

他市からの
視察を
受け入れて
います

紀の川市議会だより　No.48　平成31年［2019］
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産業建設常任委員会  10月3日～5日

太田市、富岡市では、汚水処理事業の整備状況と市町村設置型浄化槽事業の取り組みについて研修
を行いました。

太田市は、昭和 41 年度から公共下水道の建設に取り組まれ、その他の事業としては「農業集落排
水処理施設」「コミュニティプラント」「浄化槽整備事業」がありました。また「浄化槽整備事業」の
うち、市が浄化槽の設置主体となり維持管理も行い、利用者は分担金と使用料を負担する「戸別浄化
槽事業」は、多額の設備投資と維持管理費を要する農業集落排水処理施設の代替事業として展開して
いました。

一方、富岡市では公共下水道のうち流域下水道について、昭和 58 年度から事業を開始したものの、
現在では、整備区域を 810ha から 375ha へ大幅に縮小し、代替として、市町村設置型合併処理浄
化槽事業を展開していました。

両市とも下水道事業を単純に広めるのではなく、地域の特性に合った事業整備により、多くの市民
に快適な生活環境を与えるという考えが感じられました。本市でも新たな整備方法も研究することが
肝要であると感じました。

次に田園プラザ川場では、道の駅の整備について研修を行いました。
道の駅 川場田園プラザは、５万平方メートルもの広大な敷

地に、他所にない豊かな田園風景と魅力ある地域特産品があふ
れていました。施設内では、産直での買い物や飲食ができる建
物が複数あるため回遊することができ、さらに、子供たちが遊
べる広場やゆっくり休むことができる木陰などもあり、滞在型
の目的地となる空間づくりに努められていました。

利用者数は、年間約 180 万人、リピート率は７割もあり、当
市の道の駅づくりに参考としたいところです。

●群馬県太田市　●群馬県富岡市　●群馬県川場村　（道の駅 川場田園プラザ）

厚生常任委員会  10月10日～12日

呉市では、減塩食を通じた健康生活事業について研修を行いました。
６年前に開催された「減塩サミット」や、生活習慣病の主な疾患（がん・

心疾患・脳血管疾患）での死亡率が全国１位となっている現状を踏まえ、
健康増進計画と食育推進計画に基づき、「減塩」に着目して当事業を実
施していました。市民全体に対し、なぜ減塩をしなければならないかという理由を理解してもらうために、
色々なイベントや各種教室などに出向き啓発を行ってきた結果、相当浸透してきたとのことでした。

また、保育所や教育委員会も巻き込み、減塩授業を行って、その日の給食も減塩メニューに連動さ
せるなど、子供から大人まで繋がる授業も実施していました。

次に新居浜市では、妊娠中や産後６ヶ月までの乳児を養育している家庭などへのヘルパー派遣事業
について研修を行いました。転勤族が多いという土地柄のため、身近に親族がいない家庭を対象にし
て、この事業を始めたとのことでした。

最後に坂出市では、認知症ケアについて研修を行いました。認知症については、県下で初めて対策に取
り組んできたが、これまでの危機対応・問題対応型から早期・事前対応型へシフトしているとのことです。

今回の研修で感じたことは、どの事業も担当部局だけでなく、行政、市民、事業所などが、市民の
よりよい生活のために、ひとつのチームとなって取り組んでいる様子が伺えました。

●広島県呉市、愛媛県新居浜市、香川県坂出市
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総務文教常任委員会  10月24日～26日

笛吹市では、ふるさと納税について研修を行いました。
笛吹市は５町１村が合併し、人口約７万人、フルーツの栽培が盛んで本市と類似した市です。日本

一の生産量を誇る桃、ぶどうを中心としたフルーツ、ワイン、石
い さ

和
わ

温泉などのほか、ワイン造り・ぶ
どう狩りなどの体験、空き家の見回り、お墓の掃除など、アイデアに富んだ返礼品の商品開発も行っ
ていました。

ただ単に物を送るだけではなく、観光体験などの魅力ある品を通じて、笛吹市に足を運んでもらい、
交流人口の増加をはかり、移住定住へつなげていきたいとのことでした。

北杜市では、移住定住対策・空き家対策について研修を行いました。
平成 29 年度の移住者数が 854 人と多くの方が転入している市です。移住定住窓口を設置し、相

談員は地域に精通した職員の OB ８名と移住者２名で構成され、移住希望者と地域の橋渡し役となっ
ていました。また、子育てや仕事の支援のほか、北杜市お試し住宅として市営住宅を活用し、北杜市
で生活を体験できる機会を提供する事業など、さまざまな施策を行っていました。

静岡市では、静岡型小中一貫教育について研修を行いました。
小学校と中学校の「たてのつながり」と学校と地域の「よこ

のつながり」を強化し、学校の教育目標やその目標を実現する
ための取り組みなど、４つの視点を踏まえ、９年間を見通した
教育を展開しています。

また、地域社会や世界で活躍する「グローカル人材」を育て
るために、静岡市ならではの特色ある教育や、「英語力の向上」
についても取り組み、世界で活躍する静岡人を育てていくとの
ことでした。

●山梨県笛吹市　●山梨県北
ほく

杜
と

市　●静岡県静岡市

※午前9 時30 分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

次回3月定例会NEXT

日 月 火 水 木 金 土
2/24 25 26 27 28 3/1 2

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

予算決算常任委員会

予算決算 
常任委員会

予算決算 
常任委員会

予算決算 
常任委員会

10 11 12 13 14 15 16

予算決算 
常任委員会

予算決算 
常任委員会

総務文教
常任委員会

厚生
常任委員会

産業建設 
常任委員会

17 18 19 20 21 22 23

予算決算 
常任委員会

24 25 26 27 28 29 30

本会議
（閉会）

議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、傍
聴することができます。
市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な問題

が審議されていますので、私たち議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひ傍聴にきてください！

６月は日曜議会の開催を
予定しています。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

紀の川市議会だより　No.48　平成31年［2019］
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

門　眞一郎　議員

・台風21号による停電被害について

石井　仁　議員

・国民健康保険事業について

舩木　孝明　議員

・本市の台風21・24号の被害対策は

仲谷　妙子　議員

・災害に強いまちづくりについて

上野　宗彦　議員

・インバウンド（訪日外国人客）誘客の

取り組みと、移動交通手段に関して

中村　まき　議員

・保育の現状と役割について

並松　八重　議員

・被災者支援システムの活用状況と発

災時の初動体制について

大谷　さつき　議員

・不登校児童及び、いじめの実態と今

後の対応・取り組みについて

背景写真：平池緑地公園

紀の川市議会だより　No.48　平成31年［2019］
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問公
立
保
育
所
で
は
、
細
や

か
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

供
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

公
立
保
育
所
か
ら
統
合
さ

れ
た
私
立
保
育
園
に
、
受
け

入
れ
先
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

る
子
供
た
ち
や
保
護
者
へ
の

負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
子
育

て
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
か
。
公
立
保
育
所
の
役

割
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

公
立
で
は
、
私
立
で
の
保

育
が
困
難
な
子
供
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
る
。
育
児

不
安
や
虐
待
予
防
な
ど
の
家

庭
支
援
機
能
、
他
の
児
童
福

祉
施
設
と
の
連
携
の
強
化
充

実
な
ど
の
役
割
を
認
識
し
て

い
る
。

問保
育
園
の
規
模
が
大
き
く

な
る
こ
と
で
、
細
や
か
な
支

援
を
必
要
と
す
る
子
供
や
そ

の
保
護
者
の
負
担
に
対
す
る

対
応
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

子
供
に
と
っ
て
、
保
育
士

や
環
境
の
変
化
に
よ
る
不
安

が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
や
、
障
害
児
保
育
継
続
へ

の
不
安
も
予
想
さ
れ
る
。
保

護
者
へ
事
前
に
十
分
な
説
明

と
理
解
を
求
め
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
子
供
に
配
慮
し
た

対
策
を
講
じ
る
。

問低
年
齢
児
の
入
園
希
望
が

多
い
地
域
と
、
待
機
児
童
の

状
況
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

低
年
齢
児
の
入
園
希
望
が

多
い
の
は
、
打
田
地
域
と
貴

志
川
地
域
。
待
機
児
童
は
８

名
い
る
。

問現
在
、
低
年
齢
児
保
育
は

私
立
が
多
く
を
担
っ
て
い
る
。

公
立
で
積
極
的
に
低
年
齢
児

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
待

機
児
童
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

第
２
次
保
育
所
再
編
計
画

の
対
象
地
域
と
な
る
打
田
・

貴
志
川
地
域
の
子
供
の
数
は
、

今
後
も
一
定
数
見
込
ま
れ
、

市
全
体
と
し
て
低
年
齢
児
の

受
け
入
れ
が
増
加
傾
向
で
あ

る
。
公
立
、
私
立
の
受
け
入

れ
数
を
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
。
障
害
児
保
育
や

支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
の

入
所
を
公
立
に
希
望
す
る
家

庭
も
多
い
。
打
田
・
貴
志
川

地
域
で
は
一
定
規
模
の
公
立

保
育
所
を
存
続
方
向
で
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問年
間
約
10
万
人
も
の
イ

※

ン

バ
ウ
ン
ド
が
貴
志
駅
を
訪
れ

て
い
る
。
市
内
を
観
光
す
る

に
は
移
動
手
段
が
課
題
だ
と

考
え
る
が
ど
う
解
決
す
る
か
。

ま
た
、
関
空
か
ら
直
接
呼

び
込
む
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

地
域
公
共
交
通
は
観
光
も

必
要
な
項
目
と
し
て
検
討
し

て
い
る
が
、
対
策
は
困
難
で

あ
る
。
市
が
運
行
し
て
い
る

バ
ス
路
線
は
、
子
供
や
高
齢

者
が
安
心
し
て
乗
れ
る
地
域

の
公
共
交
通
を
目
指
し
て
い

る
。
観
光
の
視
点
で
も
今
後

検
討
を
継
続
し
た
い
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

観
光
協
会
に
よ
る
関
空
や

他
府
県
で
の
Ｐ
Ｒ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
貴
志
駅

前
の
観
光
交
流
拠
点
で
の
観

光
案
内
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。紀

の
川
市
版
Ｄ

※

Ｍ
Ｏ
と
し

て（
一
社
）紀
の
川
フ
ル
ー
ツ

観
光
局
を
設
立
し
た
。「
年

中
フ
ル
ー
ツ
体
験
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
進
め
て
い
き
た
い
。

観
光
ル
ー
ト
の

充
実
を

問貴
志
駅
発
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
専
用
の
観
光
タ
ク
シ
ー
や

バ
ス
を
計
画
し
て
は
。

ま
た
、
体
験
型
観
光
の
仕

組
み
づ
く
り
も
必
要
で
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

紀
の
川
フ
ル
ー
ツ
観
光
局

に
お
い
て
「
地
域
限
定
旅
行

業
者
」
の
免
許
取
得
を
進
め

て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

活
用
し
た
名
所
巡
り
や
フ
ル

ー
ツ
の
収
穫
体
験
が
で
き
る

旅
行
商
品
の
開
発
を
進
め
て

い
く
。
こ
の
免
許
取
得
に
よ

り
、
関
空
か
ら
貸
切
り
バ
ス

を
利
用
し
た
ツ
ア
ー
な
ど
多

様
な
旅
行
商
品
の
造
成
が
可

能
に
な
り
、
旅
行
予
約
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
と
提
携
し
、
予
約

し
や
す
い
仕
組
み
を
構
築
す

る
。
２
０
２
５
年
に
開
催
の

大
阪
万
博
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
取
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
る
。

 
答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

観
光
拠
点
の
繋
が
り
が
な

い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
市
内
を
周
遊

す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

市
内
に
宿
泊
施
設
が
少
な
い

こ
と
も
課
題
で
あ
り
、
中
規

模
以
上
の
ホ
テ
ル
の
誘
致
に

も
力
を
入
れ
、
観
光
振
興
に

注
力
し
た
い
。

上野 宗彦 議員

中村 まき 議員

訪
日
客
へ
の
取
り
組
み
は

公
立
保
育
所
の
役
割

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

訪
日
外
国
人
旅
行
客

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ

観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人
の

こ
と

訪日客でにぎわう貴志駅
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テ
ム
を
導
入
し
て
、
平
成
28

年
に
は
、
個
人
番
号
に
対
応

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
改
善
な

ど
、
被
災
者
の
救
護
や
支
援

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
準
備
は
で

き
て
い
る
。
し
か
し
、
現
状

は
市
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
せ

ず
県
内
全
域
で
活
用
さ
れ
、

県
で
一
括
管
理
さ
れ
て
い
る

「
和
歌
山
県
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
」
を
活
用
し
て
い
る
。

問高
齢
介
護
課
で
運
用
さ
れ

て
い
る
「
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
平

時
か
ら
「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
と
連
携
、
運
用
し
て

お
く
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
福
祉
部
長

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
シ
ス
テ
ム
」
は
避
難
行

動
要
支
援
者
の
情
報
な
ど
を

中
学
校
は
平
成
27
年
度
46
名
、

28
年
度
41
名
、
29
年
度
48
名

で
若
干
増
加
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
支
援
は
、
教

育
相
談
員
３
名
と
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
２
名
、

臨
床
心
理
に
専
門
的
知
識
の

あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
12
名
配
置
し
、
さ
ら
に

支
援
や
対
応
が
で
き
る
体
制

と
し
て
教
員
Ｏ
Ｂ
の
活
用
を

は
か
っ
て
い
る
。

支
援
策
と
し
て
適
応
指
導

教
室
の
「
ほ
ほ
え
み
教
室
」

を
２
ヶ
所
で
開
設
し
、
学
校

復
帰
、
ま
た
進
学
な
ど
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

訪
問
型
家
庭

教
育
支
援
を

問湯
浅
町
で
は
、
文
部
科
学

省
が
推
進
し
て
い
る
「
訪
問

型
家
庭
教
育
支
援
」
を
実
施

し
て
い
る
。
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
を
作
り
、
支
援
員
が

不
登
校
の
児
童
生
徒
だ
け
で

は
な
く
、
全
戸
訪
問
し
て
問

題
の
未
然
防
止
、早
期
発
見
・

早
期
対
応
を
し
て
い
る
。

学
校
・
保
護
者
・
関
係
機
関

と
の
連
携
が
で
き
、
支
援
に

つ
な
が
る
。
本
市
で
も
中
学

校
区
単
位
で
取
り
組
ん
で
は
。

 

答
　
　
　
教
育
長
・
教
育
部
長

近
年
、
核
家
族
化
が
進
み
、

地
域
の
つ
な
が
り
も
希
薄
化

す
る
な
ど
、
家
庭
教
育
の
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

不
登
校
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で

も
あ
り
、
対
応
に
は
人
材
確

保
が
必
要
で
あ
る
。
十
分
検

証
し
、
慎
重
に
研
究
し
て
い

く
。

問文
部
科
学
省
の
学

校
基
本
調
査
で
は
、

不
登
校
の
小
中
学
生

は
平
成
29
年
度
で
14

万
人
以
上
と
な
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。

本
市
の
不
登
校
の

児
童
生
徒
の
実
態
と

関
係
機
関
と
の
連
携

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

不
登
校
と
は
、
何
ら
か
の

心
理
的
、
情
緒
的
、
身
体
的

あ
る
い
は
社
会
的
要
因
・
背

景
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
登

校
し
な
い
、
あ
る
い
は
し
た

く
て
も
で
き
な
い
状
況
で
、

年
間
30
日
以
上
欠
席
し
て
い

る
状
況
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
病
気
や
経
済
的
な
理
由

は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
。

本
市
小
学
校
の
不
登
校
の

児
童
生
徒
は
、
平
成
27
年
度

23
名
、
28
年
度
23
名
、
29
年

度
12
名
で
減
少
し
て
い
る
。

問全
国
の
地
方
公
共

団
体
に
無
償
で
公
開

提
供
さ
れ
、
重
要
性

が
認
め
ら
れ
て
い
る

「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
に
お
い
て

被
災
し
た
西
宮
市
職

員
が
住
民
基
本
台
帳

か
ら
被
災
者
台
帳
を

作
り
、
被
災
者
の
支

援
と
復
旧
・
復
興
の
た
め
開

発
し
、
構
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

全
国
的
に
自
然
災
害
が
頻

発
す
る
昨
今
、
直
ち
に
被
災

者
を
救
護
、
支
援
し
、
迅
速

に
的
確
な
復
旧
・
復
興
を
行

う
た
め
に
は
必
要
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
す
で
に
導
入
し

て
い
る
本
市
は
、
現
在
ど
の

よ
う
に
活
用
、
運
用
し
て
い

る
の
か
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

平
成
22
年
に
初
期
の
シ
ス

一
元
管
理
す
る
こ
と
で
、
発

災
か
ら
避
難
所
ま
で
い
か
に

迅
速
に
対
象
者
を
避
難
さ
せ

る
か
、
ま
た
福
祉
避
難
所
へ

の
移
送
が
必
要
な
方
を
把
握

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

被
災
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
の
「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
を
補
完
す
る
も
の
と

考
え
る
。

問災
害
時
に
は
、
全
職
員
が

災
害
対
策
本
部
の
構
成
員
で

あ
る
。
支
援
業
務
を
即
時
履

行
で
き
る
体
制
は
で
き
て
い

る
の
か
。

 
答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

職
員
の
動
員
体
制
の
確
立

な
ど
の
課
題
や
見
直
し
を
行

い
、
さ
ら
に
職
員
初
動
体
制

や
支
援
業
務
の
強
化
を
は
か

る
。

並松 八重 議員

大谷 さつき 議員

迅速・的確な支援体制を

寄り添う支援が必要

湯浅町の取り組み

防災訓練の様子
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紀の川市の税率設定（医療＋後期支援金＋介護）

紀の川市では、平成32年度から資産割を全廃する方針。
31年度も方針通り資産割を縮小する。

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

所得割（％） 11.6 11.6 ？ ？

資産割（％） 66.0 40.0 20.0 0.0

被保険者均等割（円） 42,500 40,700 ？ ？

世帯平等割（円） 42,500 40,700 ？ ？

問来
年
度
の
国
保
税
率
の
見

通
し
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

県
へ
の
納
付
金
は
、
医
療

費
の
自
然
増
や
、
一
人
当
た

り
保
険
給
付
費
の
増
加
な
ど

か
ら
、
増
加
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。

平
成
31
年
度
は
、
本
市
方

針
の
資
産
割
廃
止
の
２
段
階

目
で
、
資
産
割
率
を
前
年
度

の
半
分
の
20
％
と
す
る
。

そ
の
結
果
、
減
収
と
な
る

た
め
、
応
益
割
（
均
等
割
、

平
等
割
）
の
比
率
を
高
く
設

定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

問保
険
税
収
入
が
今
年
度
は

お
よ
そ
16
億
円
、
そ
れ
に
対

し
て
、
現
時
点
で
基
金
が
４

億
４
千
万
円
あ
る
。
基
金
の

活
用
に
よ
っ
て
、
資
産
割
の

縮
小
を
進
め
な
が
ら
、
全
体

と
し
て
負
担
増
と
な
る
世
帯

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
な
税
率

の
設
定
が
で
き
る
の
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

平
成
31
年
度
で
も
現
在
の

水
準
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
た

税
率
設
定
が
で
き
る
の
か
は
、

今
後
、
県
か
ら
示
さ
れ
る
納

付
金
を
見
て
判
断
し
て
い
く
。

個
々
の

事
情
を
調
査

問本
市
で
は
保
険
税
の
滞
納

者
に
対
し
、
１
年
間
有
効
の

保
険
証
を
渡
さ
ず
、
３
ヶ
月

で
有
効
期
限
が
切
れ
る
短
期

保
険
証
を
交
付
し
て
い
る
。

し
か
も
、
一
部
の
世
帯
に
は
、

郵
便
で
送
付
せ
ず
「
窓
口
留

め
置
き
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
は
保
険
証
が
手

元
に
な
い
こ
と
や
窓
口
負
担

が
払
え
な
い
こ
と
で
、
受
診

が
遅
れ
、
亡
く
な
る
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

保
険
証
が
手
元
に
な
い
状

況
が
続
く
の
は
速
や
か
に
解

消
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

窓
口
交
付
は
、
滞
納
者
と

の
面
談
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
保
税
納
付
の

促
進
を
は
か
り
、
滞
納
を
解

消
す
る
こ
と
が
目
的
で
実
施

し
て
お
り
、
や
む
を
得
な
い

措
置
で
あ
る
。

個
々
の
事
情
に
つ
い
て
定

期
的
に
調
査
し
、
将
来
的
に

は
、
短
期
証
交
付
世
帯
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問台
風
21
号
に
よ
る

大
規
模
停
電
に
よ
り
、

市
民
生
活
に
大
き
な

不
便
が
生
じ
た
。

ま
っ
た
く
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
状
況

の
も
と
、
ま
ず
知
り

た
い
こ
と
は
復
旧
の

見
通
し
で
あ
っ
た
。

復
旧
の
目
処
が
わ
か

ら
な
い
ま
ま
10
日
以
上
も
要

し
た
地
区
も
あ
っ
た
。

今
回
の
停
電
被
害
の
状
況

把
握
は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

市
内
全
域
で
最
大
１
万
７

千
614
軒
が
停
電
、
復
旧
ま
で

約
11
日
か
か
っ
た
。
被
害
が

広
範
囲
で
あ
り
大
規
模
な
停

電
で
あ
っ
た
た
め
、
正
確
な

状
況
把
握
は
困
難
で
あ
っ
た
。

問関
西
電
力
と
の
連
絡
体
制

は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

関
西
電
力
か
ら
は
可
能
な

限
り
連
絡
を
受
け
て
い
た
が
、

復
旧
の
目
処
が
つ
か
な
い
状

況
報
告
で
あ
っ
た
た
め
、
住

民
へ
の
情
報
提
供
と
周
知
が

困
難
で
あ
っ
た
。
今
後
、
関

西
電
力
と
の
協
議
を
行
い
、

連
絡
体
制
の
強
化
を
検
討
し

た
い
。

問住
民
へ
の
情
報
提
供
の
必

要
性
は
ど
う
考
え
る
か
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

今
回
は
、
電
力
の
復
旧
見

通
し
が
定
か
で
な
か
っ
た
た

め
、
正
確
な
情
報
発
信
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
情
報
提
供

は
必
要
と
考
え
る
の
で
、
今

後
は
可
能
な
限
り
の
方
策
を

検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
。

問緊
急
時
の
対
策
と
し
て
、

集
会
所
や
避
難
所
に
小
型
発

電
機
を
設
置
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

今
回
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

市
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る

よ
う
各
避
難
所
へ
の
発
電
機

設
置
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
や

消
防
団
の
資
機
材
と
し
て
発

電
機
の
設
置
・
整
備
の
推
進

に
努
め
て
、
支
援
し
て
い
き

た
い
。

門 眞一郎 議員

石井 仁 議員

資
産
割
は
さ
ら
に
縮
小

倒れた電柱で道路が寸断

停電時の対策を強化
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問台
風
被
害
で
市
道
や
区
道

が
何
ヶ
所
通
行
止
め
に
な
り
、

何
日
続
い
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
市
の
対
策
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
建
設
部
長

通
行
止
め
は
、
倒
木
で
は

86
ヶ
所
、
電
柱
の
倒
壊
は
８

ヶ
所
、
小
屋
・
看
板
な
ど
で

は
10
ヶ
所
あ
っ
た
。
ま
た
通

行
止
め
解
除
に
約
10
日
を
要

し
た
が
、
今
後
は
一
日
も
早

く
通
行
で
き
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。問台

風
で
市
の
管
理
水
路
や

一
般
水
路
に
、
倒
木
や
土
砂

が
堆
積
し
た
時
の
市
の
対
策

は
。

橋
を
境
に
上
下
流
域
延
長
550

ｍ
区
間
の
整
備
事
業
を
進
め

て
い
る
。

県
と
し
て
は
堤
防
の
強
度

に
つ
い
て
は
調
査
検
討
を
行

っ
て
い
る
が
、
現
在
調
査
段

階
の
た
め
明
確
な
判
断
が
で

き
な
い
。
今
年
度
の
業
務
が

終
了
す
れ
ば
整
備
計
画
を
検

討
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問排
水
機
場
の
整
備

に
つ
い
て
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

 

答     

農
林
商
工
部
長

平
成
26
年
度
か
ら

15
ヵ
年
の
事
業
工
期
で
実
施

し
て
い
く
予
定
で
、
貴
志
川

右
岸
側
は
、
高
嶋
排
水
機
場

の
改
修
と
東
貴
志
排
水
機
場

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
貴
志
川
左
岸
側
に

つ
い
て
は
、
県
が
実
施
す
る

付
帯
工
事
に
お
い
て
丸
栖
排

水
機
場
お
よ
び
中
貴
志
排
水

機
場
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

貴
志
川
沿
い
の
浸
水
被
害

を
軽
減
し
て
い
く
に
は
、
貴

志
川
下
流
域
の
被
害
か
ら
順

次
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
排
水
機
場
に
つ
い
て
は

岩
出
狭
窄
部
対
策
事
業
の
計

画
調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、

国
土
交
通
省
と
の
河
川
協
議

な
ど
を
実
施
し
て
丸
栖
地
区

お
よ
び
高
嶋
排
水
機
場
か
ら

整
備
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。ま

た
、
調
月
地
区
の
宮
ノ

前
排
水
機
場
導
水
路
に
つ

い
て
は
、
測
量
設
計
を
実
施

し
て
地
元
と
協
議
中
で
あ
る
。

東
貴
志
排
水
機
場
に
つ
い
て

も
早
期
着
手
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

問平
成
23
年
度
に
策
定
さ
れ

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

安
楽
川
地
区
す
べ
て
が
浸
水

想
定
地
域
の
指
定
に
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
浸
水
想
定
地
域
は
、
過
去

の
記
録
を
も
と
に
大
雨
が
降

っ
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
河

川
が
氾
濫
し
た
場
合
と
洪
水

実
績
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

が
発
表
し
た
紀
の
川
と
貴
志

川
の
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
。

問柘ざ
く
ろ榴
川
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
地
滑
り
対
策
や
堤
防

の
強
度
検
査
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

 

答
　
　
　 
　
　
建
設
部
長

地
滑
り
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
県

の
砂
防
事
業
と
し
て
最も

上が
み

大

問農
業
被
害
に
よ
る

補
助
金
申
請
の
窓
口

を
一
本
化
で
き
な
い

か
。

 

答     

農
林
商
工
部
長

被
害
補
助
金
申
請

窓
口
は
、
国
庫
事
業

と
市
単
事
業
は
市
で

あ
り
、
県
単
事
業
と

改
植
事
業
は
Ｊ
Ａ
で

あ
る
。
事
業
内
容
や
実
施
主

体
も
異
な
る
の
で
、
一
本
化

は
難
し
い
と
考
え
る
。

問改
植
に
よ
る
成
木
ま
で
の

助
成
は
あ
る
の
か
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

柑
橘
か
ら
の
改
植
で
10
ａ

あ
た
り
23
万
円
、
主
要
果
実

の
改
植
で
17
万
円
の
補
助
金

が
交
付
、
ま
た
未
収
益
期
間

10
ａ
あ
た
り
４
年
分
一
括
で

22
万
円
交
付
さ
れ
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
建
設
部
長

市
道
に
付
随
す
る
水
路
は

市
が
対
応
す
る
。
農
業
用
水

路
は
地
元
対
応
と
な
っ
て
い

る
が
、
二
次
災
害
の
恐
れ
が

あ
る
と
き
は
市
も
対
応
し
て

い
く
。

問自
治
区
の
集
会
所
や
神
社

仏
閣
か
ら
出
た
ゴ
ミ
の
対
応

は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

自
治
区
が
管
理
す
る
神
社

仏
閣
で
発
生
し
た
「
災
害
ゴ

ミ
」
は
、
集
会
所
に
準
ず
る

と
し
て
処
理
手
数
料
を
免
除

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
管

理
者
自
身
が
搬
入
す
る
場
合

の
無
料
受
け
入
れ
以
外
に
市

の
支
援
は
実
施
し
て
い
な
い
。

舩木 孝明 議員

仲谷 妙子 議員

台風21号の被害対策は

防げ！水害！

護岸工事中の柘榴川

紀の川市議会だより　No.48　平成31年［2019］
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答弁答弁

その後その後

適正な水道料金を「子どもの貧困」実態把握を

水道事業運営審議会
継続審議中

県の調査結果を分析・活用

将来において、持続可能な水道事業とする
ため適正な水道料金についてどのように考え
るのか。

子供の貧困に対し、必要な支援を把握する
ためにも、独自調査を行うべきでは。

県の実態調査と、本市の「子ども・子育
て支援事業計画」の見直しのためのアンケー
トが今後行われる。その結果を分析し、活
用したい。

現在の水道料金水準で財政収支見通しを
検証したところ、安定した経営が困難とな
り、受益者の方には、一定の負担をお願い
したい。水道事業運営審議会で十分審議し
ていただき、料金について検討していく。

平成 30 年７月実施の「和歌山県子供の生
活実態調査」（小学５年生、中学２年生の全員
とその保護者が対象）のデータをもとに、分
析が進められている。市のアンケート（平成
30 年 12 月実施、就学前・就学後それぞれ
1000 人）も実施されている。

ちょっ
と

おしえ
て！

市長より諮問を受け、水道事業運営審議会
で審議を重ねている。審議の内容については
市ホームページで公開されている。
※議会としても、引き続き追跡調査していきます。

紀の川市議会だより　No.48　平成31年［2019］
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編
集
後
記

お
正
月
に
凧
揚
げ
を
す
る
親
子

連
れ
を
市
内
各
所
で
見
か
け
ま
し

た
。
寒
空
の
下
、
向
か
い
風
を
受

け
な
が
ら
も
無
邪
気
に
走
り
回
る

子
供
た
ち
の
顔
は
清
々
し
く
元
気

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
笑
顔
が

い
つ
の
時
代
も
見
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
た
く
思
い
ま
す
。

今
年
は
「
平
成
」
か
ら
新
し
い

元
号
に
変
わ
る
年
で
す
。
新
た
な

時
代
に
は
何
が
待
ち
受
け
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
平
和
で
輝
か
し

い
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
新
元
号
に

な
れ
ば
良
い
な
と
期
待
を
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
若

者
や
子
供
た
ち
の
明
る
い
未
来
に

向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
紀

の
川
市
に
な
る
よ
う
に
、
議
会
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
も
市
民
の
み
な
さ
ま
が
読

み
や
す
い
広
報
紙
を
お
届
け
し
ま

す
。本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

（
上
野　

宗
彦
）

新春　出初
式（市民体

育館）

元プロ野球
選手による少年野球教

室

きしがわイ
ルミネーシ

ョン

関西シクロクロス大会（紀の川河川敷）

初
詣
（
粉
河
産
圡
神
社
）


